
一部

「根日女ねひめ」
出演／加西市こども狂言塾

新作狂言

「杜若かきつばた

 恋之舞」
出演／大槻文蔵（人間国宝）、
　　　藤田六郎兵衛ほか

能

チケット発売 3月10日（土）

主催  加西市観光まちづくり協会

後援  加西市・加西市教育委員会

協力  加西市民会館

［鑑賞無料・全席自由]

全席指定席・先着順
前売券（税込）／一般 3,000円

高校生以下 500円
※当日券は一般のみ500円増。

※４歳未満無料（席なし）。
　席に座る場合はチケットが必要。

※前売券が売り切れの場合、
　当日券の販売はありません。

事業内容に関するお問合せ

■　加西市 文化・観光・スポーツ課

加西市北条町横尾1000
☎0790-42-8756

チケット販売に関するお問合せ

■　加西市民会館

加西市北条町古坂1-1
☎0790-43-0160

（金・祝）45
平成30年

撮影／森口ミツル

撮影／政川慎治

第 3回

加
西
能

加西市民会館文化ホール

16：00～16：40

17：20～18：10

18：30～19：30

二部

「頼政よりまさ」
出演／観世銕之丞ほか

仕舞

狂言

「蝸牛かぎゅう」
出演／野村萬斎、
　　　内藤連、高野和憲ほか

北条鉄道 北条町駅下車
徒歩 約10分

電車 中国自動車道 
加西IC 約5分

車

（開場 １５：３０）

（開場・受付 １6：5０）



第
３
回

新作狂言「根日女」のみ

鑑賞無料・全席自由

５
月

４
日
（
金
・
祝
）

一
部
　
開
演
16
時
〜

二
部
　
開
演
17
時
20
分
〜

平成30年5月4日(金・祝) 開演17：20（開場16：50） 加西市民会館 文化ホール

・加西市民会館  ��������������� 0790-43-0160

・善防公民館  ���������������� 0790-48-2643

・南部公民館  ���������������� 0790-49-0041

・北部公民館  ���������������� 0790-45-0103

・地域交流センター（アスティアかさい3階）  ��� 0790-42-0106

・イオン加西北条店（サービスカウンター）  ���� 0790-45-3500

・西村書店  ����������������� 0790-42-5008

・ローソンチケット（Lコード55668）  ������ 0570-084-005

・チケットぴあ（Pコード：485-315）  ������ 0570-02-9999

チケット発売所

チ
ケ
ッ
ト
問
合
せ

加西市民会館　加西市北条町古坂1-1

☎0790-43-0160
受付9:00～22:00

前売券 一般3,000円 高校生以下500円(税込)
当日券は一般のみ500円増
※前売券が売り切れの場合は、当日券の販売はございません。
※４歳未満は無料(席なし)。席が必要な場合は座席券が必要です。

全席指定席・先着順

3月10日（土）発売開始

加
西
能

表
面
メ
イ
ン
写
真
／
森
口
ミ
ツ
ル

あ
ら
す
じ

あ
ら
す
じ

狂
言 
蝸
牛
（
か
ぎ
ゅ
う
） 

出
演
／
野
村
萬
斎
、
内
藤
連
、
高
野
和
憲
ほ
か

新
作
狂
言 
根
日
女
（
ね
ひ
め
） 

16
時
〜
16
時
40
分 

（
開
場 

15
時
30
分
）

河
合
祥
一
郎
・
作
　
野
村
萬
斎
・
監
修

藤
田
六
郎
兵
衛
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

出
演
／
加
西
市
こ
ど
も
狂
言
塾

 
一  
部

播
磨
国
賀
毛
の
里
（
兵
庫
県
加
西
市
）
の
国
造

（
く
に
の
み
や
つ
こ
）
許
麻
（
こ
ま
）
に
は
、

美
し
い
娘
・
根
日
女
（
ね
ひ
め
）
が
い
ま
し
た
。

噂
を
聞
い
た
２
人
の
皇
子
「
お
け
」
と
「
を
け
」

は
、
隠
れ
住
ん
で
い
た
志
染
の
里
（
し
じ
み
の

さ
と
）
か
ら
会
い
に
来
ま
す
。
許
麻
は
、
敵
の

間
者
か
と
疑
い
ま
す
が
、
根
日
女
は
皇
子
た
ち

を
助
け
、
２
人
は
根
日
女
に
求
婚
し
ま
す
。
し

か
し
、
２
人
は
譲
り
合
う
う
ち
に
都
に
戻
る
こ

と
に
。
数
年
後
、
天
皇
と
な
っ
た
皇
子
は
根
日

女
に
会
い
に
戻
り
ま
す
が
、
根
日
女
は
帰
ら
ぬ

人
に
。
そ
の
墓
は
「
玉
丘
古
墳
」
、
そ
の
村
は

「
玉
野
」
と
呼
ば
れ
、
３
人
の
愛
の
記
憶
を

１
５
０
０
年
後
の
現
代
に
伝
え
て
い
ま
す
。

蝸
牛
と
は
カ
タ
ツ
ム
リ
の
こ
と
。
修
行
を
終
え

た
山
伏
が
竹
や
ぶ
で
休
ん
で
い
る
と
、
太
郎
冠

者
が
、
長
寿
の
薬
「
蝸
牛
」
を
捕
り
に
や
っ
て

き
ま
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
蝸
牛
を
見
た
こ

と
も
な
い
太
郎
冠
者
。
山
伏
は
蝸
牛
に
な
り

す
ま
し
て
、
太
郎
冠
者
を
か
ら
か
い
ま
す
。「
で

ん
で
ん
む
し
む
し
」
と
い
う
は
や
し
言
葉
が
、

何
度
も
繰
返
さ
れ
る
楽
し
い
作
品
で
す
。

恋
多
き
貴
公
子
・
在
原
業
平
（
あ
り
わ
ら
の

な
り
ひ
ら
）
が
モ
デ
ル
と
も
い
わ
れ
る
『
伊
勢

物
語
』
。「
杜
若
」
は
、
平
安
中
期
頃
に
成
立

し
た
そ
の
歌
物
語
の
、
第
９
段
を
題
材
と
し

た
物
語
で
す
。

季
節
は
初
夏
。
諸
国
一
見
の
僧
（
ワ
キ
）
が
三

河
国
八
橋
を
通
り
か
か
る
と
、
一
面
に
杜
若
の

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
花
に
見
惚
れ
て
い
る
と
、

一
人
の
女
（
シ
テ
）
が
現
れ
、
こ
の
杜
若
は
『
伊

勢
物
語
』
で
業
平
が
歌
に
詠
ん
だ
花
だ
と
教

え
ま
す
。
女
は
僧
に
一
夜
の
宿
を
貸
し
、
業
平

と
二
条
の
后
の
形
見
の
品
を
見
せ
ま
す
。
こ
の

女
性
こ
そ
、
業
平
の
歌
に
詠
ま
れ
た
杜
若
の
精

な
の
で
す
。
杜
若
の
精
は
、『
伊
勢
物
語
』
の

故
事
を
語
り
な
が
ら
舞
い
、
業
平
が
神
仏
の
化

身
な
の
だ
と
告
げ
ま
す
。
や
が
て
朝
に
な
り
、

草
木
成
仏
の
仏
縁
を
得
た
杜
若
の
精
は
、
救
い

を
得
て
消
え
て
ゆ
く
の
で
し
た
。

能
の
特
殊
演
出
で
あ
る
「
小
書
」に
「
恋
之
舞
」

が
つ
く
と
、
シ
テ
は
序
の
舞
の
途
中
で
橋
掛
り

の
ほ
う
へ
行
き
、
右
の
袖
を
頭
に
被
い
て
、
沢

辺
を
見
込
む
型
が
入
り
ま
す
。
水
に
映
っ
た
業

平
の
面
影
を
懐
か
し
む
演
出
で
、
笛
の
音
階
も

高
く
テ
ン
ポ
も
速
く
、
い
や
が
う
え
に
も
情
感

を
高
め
ま
す
。

あ
ら
す
じ

仕
舞 
頼
政
（
よ
り
ま
さ
） 17

時
20
分
〜
18
時
10
分 

（
開
場 

16
時
50
分
）

あ
ら
す
じ

能 

杜
若
（
か
き
つ
ば
た
） 

恋
之
舞

出
演
　 

大
槻
文
蔵
（
人
間
国
宝
）
、
福
王
和
幸
、

藤
田
六
郎
兵
衛
ほ
か

18
時
30
分
〜
19
時
30
分

出
演
　
観
世
銕
之
丞
ほ
か

 
二  
部

「
頼
政
」
の
舞
台
は
宇
治
の
平
等
院
。
平
安

末
期
、
治
承
４
（
１
１
８
０
）
年
、
後
白
河

法
皇
の
皇
子
・
以
仁
王
（
も
ち
ひ
と
お
う
）

の
挙
兵
に
順
じ
て
果
て
た
源
氏
の
武
将
・
頼
政

の
生
涯
を
語
る
修
羅
能
で
す
。
合
戦
の
経
緯

を
語
り
、
戦
場
の
様
子
を
再
現
し
、
頼
政
は

自
ら
の
最
期
ま
で
を
語
り
終
え
、
供
養
を
願
い

つ
つ
消
え
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
、
能
面
や
装
束
を
着
け
ず
、
紋
付
袴
姿
で

謡
い
舞
い
ま
す
。


